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楊逵「新聞配達夫」に見られる資本主義批判

―台湾社会に視点をおいて―

歐　薇蘋

はじめに

小説「自由労働者の生活断iHUは、1927年に楊逵が日本留学した当時、「号外ｊに投稿した作品で

ある。楊逵は後に台湾農民組合の要iii1iに応じて三年間の留学生活に終わりを告げ帰台した。1932年に、

小説「新聞配達夫」が頼和の手を経て’｢台湾新民報ｊ］’に褐iIilされたが、当時の台湾文埴ではまだ注

|Ｅ|されてはいなかった。その当時の楊遥は金銭的に苦労しており、生活のために家庭教Iili、清掃夫、

製煉工場の二ｔ運びなどをしていた．そして、1934年に小説「新MH配達夫」が雑誌「文学評論」で第二

席を獲得したことによって、楊逵は来京に進出した最初の台湾作家となり、台湾文域でも注目される

ようになった。

この二作については、河原功氏は「新聞配達夫」が「Ｅ111】労働者の生活断面」の延長線上にあるこ

と、さらにプロレタリア作家伊藤水之介の台湾をあつかった二編、「総督府模範竹林」と「平地藩人」

に啓発されて執筆したのではないかと推論している。２）

楊逵の「自由労働者の生活断、」は、応募原稿2000字以内という規定をはるかに超える、４００

字詰め原稿1Ⅱ紙にして15枚ほどあり、初めから小説化を意識して書かれている。主人公がプロレ

タリアート意識に目覚める過程が語られている。小説の段落構成はプロレタリア文学としては基

本的スタイルだろうが、新鮮さはない。「新聞配達夫」にも、新聞店で過酷な労働を強いられ、

そして保証金を詐取されて追放された主人公が、新liilI1iの友人たちがストライキを敢行して待遇

改善を勝ち得たことで勇気づけられ、プロレタリアート意識に目覚める過程も描かれている。

まず、二作の共通点を見ていくと河原功の観点にうなずける点も多い。しかし、たとえ作品中に階

級意識の'二|覚めが語られていても、植民地作家の作品である｣二、単純にプロレタリア文学の枠にはめ

て良いだろうか。そのため、本章ではそれともまた異なる観点から捉え直してみたいと思う。まず、

プロレタリア文学に影響された小説「目｢Ｉ1労働者の生活断iiii」と延長線上にある「新聞配達夫」との

相違点を確認したい。そして、農民$|[合活動に加わり、被杣民地側の苛酷な運命を深く理解した上で

執筆した「新聞配達夫」は、植民地台湾における統治者側の非道と被統治者側の悲惨という台湾人と

しての民族意識の発露でもあることを明らかにしていきたいと思う。

1．作品成立の背景

1924年（19歳）に、台南二中をＩｌｉ退して、日本へ渡航する。’三1本統治下の台湾においては、より高
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度な教育、被植民者として差別を受けることのない教育を求めて、子弟を日本国内に留学させる台湾

土着ブルジョワジーが少なくなかった。それら台湾人子弟の多くが親の仕送りを受けて、ゆとりある

留学生生活を送っていたのに対し、楊逵の場合は自ら学資や生活費をかせぎながら、夜学に通って勉

学に励んでいた。

台湾から来た者で、私のようなのは少ないです。朝鮮人で、日本に留学に来て労働する者はた

くさんあったけれど、台湾の場合は地主・資産家の子弟が多くて、労働する必要があるものは少

ない。３１

実家からの仕送りが少なかった楊逵は飢餓すれすれの状況の下で、新聞配達夫、土方及び各種の日

雇い人夫となって働かなければならなかった。また、東京に来た頃は、ちょうど日本のプロレタリア

文学運動の勃興期と重なっており、しかも来日以来「文芸戦線」などの愛読者になって、プロレタリ

ア文学の作家たちとも知り合うようになるのである。

勃興期にあった日本のプロレタリア文学に傾倒していき、「｢文芸戦線１「戦旗」などの雑誌を、

文字どおり、むさぼるように読み｣、そういう中で「秋田雨雀、島木健作、窪川（佐多）稲子、

葉山嘉樹、前田河広一郎、徳永直、貴司lll治といった、プロレタリア文学系統の作家たち」とも

知り合うようになり、「雑誌にも投稿する」ようになった。イ！

楊逵は日本の社会運動家たちと交遊をもち、新思想の享受を通して自己の確立に努めていった。こ

のことが楊逵の社会運動、文学運動のきっかけになったと言えるだろう。楊逵が日本に来て三年目に

入り、「自由労働者の生活断面」が東京記者連盟の機関誌『号外」の第一巻第三号（1927年９月）に

掲載された。「どうすれあ餓死しねえんだ？」という副題がついており、本名の「楊貴」を用いてい

る。楊逵は自分の生活体験を書いて雑誌の「号外」に投稿し、七円五○銭の稿料を手にした。その後、

台湾農民組合の召喚に応じて帰台する。

台湾農民組合は1926年６月の設立同時2300名であったのが、わずか一年半たらずの間に会員数

２万4100名に膨れ上がった。楊逵は、２７年12月の全島大会で中央常任委員に選出され、２８年２月

の中央委員会で政治、組織、教育の特別活動隊の役員に推された。同じ特別活動隊の婦女部の役

貝には葉陶（1904～70）がついた。翌年４月に楊逵と葉陶とは結婚するわけだが、その運命的な

出会いはこの農民組合においてであった。楊逵は三菱竹林争議の責任者として台湾農民の啓蒙お

よじ組織化に奔走するが、簡吉ら幹部と意見があわず、1928年６月の中央委員会で、中央委員の

地位ならびに農民組合におけるいっさいの職務を剥奪されてしまう。農民組合を離れた楊逵は、

その後台湾文化協会で活動することになる。ところが、台湾における社会運動への締め付けが厳

しくなり、３０年に農民組合・文化協会・総工会などの運動は崩壊に瀕し、３１年９月満州事変が起

こり、台湾でも左翼運動は壊滅状態に陥る。多くの社会運動家が挫折や沈黙、あるいは転向を余

儀なくされた。この苦境の間に楊逵は、高雄で衣服加工の商売を始めたが失敗、山中で薪を拾い

それを売って生活を維持するというありさまだった．５）
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ここからわかるように、農民連動崩壊滅後、楊逵は極貧の中で様々な職業を転々とした。そして、

自らの思想的冊1コを求めて文学活動を再開することになる。日本語による創作を続ける一方で、左翼

文学団体の活動や文学雑誌の編集に関わっていった。1930年は台湾近代文学の成長期であって、社会

運動の崩壊とは逆にこの時期、1937年の日中戦争の全面的開始までは新文学がひとつの盛り上がりを

見せていた。1930年に総合雑誌『伍人報ｊが発刊されたのを皮切りに、『明日」「洪水報』など左翼文

芸誌が次々に創刊され、３１年には台湾人、日本人合同のプロレタリア文学団体、台湾文芸作家協会が

設立されている。しかし、それらは弾圧により短期間のうちに潰された。

小説「新聞配達夫」（送報快）はこうした中で書かれたのである。しかし、戦前の台湾では全文は

発表されていない。1932年５月19日から27日にかけて「台湾新民報」に前半部だけ連載され、後半は

発表が禁止された。３４年に日本の『文学評論」に掲載された時は伏せ字混じりながら全文が発表され

ているにもかかわらず、台湾ではそれが禁止されたのは、「六三法」‘）による規制があったからであ

る。貧苦の生活の中で書かれた「新聞配達夫」は「台湾民報』文芸欄顧問だった頼和の手で当該紙に

前半部だけ発表されて中断していたが、楊逵が台湾文芸連盟の大会に出席した時に目にした日本の文

芸雑誌「文学評論」に原稿を送ってみたところ、首席なしの第二席に入選し、その年（1934）の十月

号に掲救されたのである。これは台湾の作家が日本の文壇に紹介される画期的な出来事だったと言っ

てよい。

その後、中国のマルクス主義文芸評論家胡風の中国訳によってｉ世界知識』に掲載され（1935年)、

翌年「朝鮮台湾短篇小説集山霊』や『弱小民族小説選』に、それぞれ収録・出版され、中国本土に紹

介された。その上、胡風が『弱小民族小説選」の「序」の中でこの小説を「台湾人の地の中国人民が

日本帝国主義の40年にわたる統治を経て、初めて文芸の形式によって自分の生活を世界に報告した叫

び」７１だとして、楊逵を抵抗作家として評価している。台湾の中国復帰後、台湾・香港で改めて発

行・紹介され、より多くの人々の知るところとなった。なお、作品『新聞配達夫』には異本が多く、

その問の本文にはかなりの相違が認められる。

2．相違点

既述の如く、「新聞配達夫」は「自由労働者の生活断面」の延長線上にあるという指摘はすでに定

説となっていると言える。そのため、ここでは改めて二作の共通点に論及しない。しかし、台湾人と

いう抑圧された環境の下で描かれた小説は、必然に日本のプロレタリア文学とは異なることは言うま

でもない。

そもそも、二作の作品背景は同じ東京に設定されているが、小説「新聞配達夫」は途中から台湾で

の出来事が挿入されている。これは作者楊逵が日本での資本家対労働者という関係を台湾にある植民

地の実状に合致したものにするための伏線として提示したものなのではなかろうか。

【製糖会社】

作中にある「自分の腹を肥す為には人を殺しても厭わん人面獣心の新聞屋主人のやり方」から、私

は「故郷も大して塗って居ないことを、はじめて発見したかのやうに身顛ひした」という文章に注目

を払いたい。

作者は日本の支配が強化されるに従って、同じ被植民地である台湾人が支配権力の「走狗」となっ
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て、同じ台湾人である「私」達を圧迫する人間一「村長」「巡査」「大人」－が多く生まれてくること

を見抜き、さらに人々の暴力と脅しによる土地収奪の様相をリアルに言い表している。

数年前、私の村の××製糖が腱場を|刑設すると言ふので、盛んに12地買収をしようと活動した。

勿論、始めの'1Ｊは、誰もＭ1じょうとはしなかった。自分の生命のやうに、大斗;にして来た耕地だ

からである。ある｢|弊察の方から家憧会議を開催するIllの通達が係L}Iをj、じて「村の各戸に漏れ

なく傳へられた．おまけに印章を携ｉｉｉ「せよと書き加へられてあったのだ。管内のお爺さん婆さん

が保正の父のところへ来て噸jlfで「どうなるでせうか」と訴えている婆や、父が泣いているのを

私は三度も見る｡家長会議の当日、私は会場へ行って、隅の方に隠れて様子を見たのは父の泣き

顔が気にかかったからである。会場に集った450人の戸主を前に会社の+１１当者は皆が陰謀してい

る様子に見受けられ、承諾するというが一人もいなかった○この瓢実は、共謀と見なければなら

ぬと通訳を通じて説明○私の父はそれでも土地を売ることができませんといいきったため、警部

補から殴られ、二人の巡森にひきたてられる。これを見た村の衆は怖けづいて、村長の命じる儘

に印を押すと、後をも顧みないで帰っていくのが多かった。私の父は鮮察分室に５日間拘留され、

帰宅したとき身体は鹿のようにハン点ができており結局土地は買収されてしまう｡３’

甘蕨農場を拡張するために製糖会社は弊察権力を利用して、農民の北地を服Iilliで強制買収する。無

論、自分の命のように火１Fにしてきた土地を、人々は誰一人として売ろうとしなかったが、買収に応

じないものは拘留ざれ拷問を受ける。そして、「私」の父も拷'１１１の末、」:地を強ﾙﾘ的に買収される。

新妻佳珠子氏は「11111の方に隠れて様子」を見た「私」について以下のように述べている．

たとえば、会社側の不野なやりﾉﾌﾞに対して、また、自分の父親が巡森に股られ拉致されるとき、

警察から帰った父親の身体に暴行の痕跡を発見したときなど、子供であれば当然湧出するはずの

会社側への批判、弊察への恐})、‘憎悪、被圧迫者としての悲しみなど、一切の感情は払拭されて、

事実のみが記録されている。それ故に、非道・悲惨な植民地の様相が－１１Fiリアル、鮮明に迫って

くるのである。‘脈

確かに、製糖会社が弊察と結託し農民から土地を奪うようなことは資本家階級に対する批判である。

だが、引用文のようにここでの製糖会社に象徴されているのはＨ本帝|;KIIﾐ義であることは見逃すこと

はできない。統治者の'三1本は穣極的に台湾の製糖会社を開発し、台湾のあちこちに製糖株式会社を設

立した。それは砂iiWの生雌ﾉJを増進させるための必要事項であるが、ただし』Ｉｉにそれだけではなく、

そこには資本家対農民労働者の212雌関係、その社会的な生産関係が存在する。結局、その製糖会社は

台湾人を圧迫し、収奪する企業になってしまう。

それに、積極的に製)lWi会社を１%|発して生産力を増進しても、二1苣地を手放した腿民たちは利益を受け

るどころか、生活一届苦しくなっていくことを作中にも描かれている。

父と一緒に……分室にリ|張られた五人は、皆、同じこの運命に筒ったし、黙々と印章を押して

やった人達も、耕す|{1を失って、月に三日乃至五|Ｆ１間位、製糖会社腱jh脇の苫ﾉjとして、－日十二
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時間働いて、四十銭位にありつくのがせいぜいで、皆が皆、土地を売った金で食っていく外なく、

その金がilliえる頃には、村の有力者達が言った「村の発展」とは反対に、今頃では「村の離散」

になってしまっているのであったｃｌＵｌ

統治者側は表ilii的に「村のために」腱jilliを開設と綺麗4iを言ってはいるが、結局のところ、単に自

分たちの利益しか考えていない。そして、農民たちは土地を恋われた上に製糖会社のために一生懸命

働かなければいけないことは非常に皮肉なことである。このように、製糖会社に象徴された日本帝国

主義の実態は、涛察の組織を通じての圧力と、その後の強迫と樂力による土地収奪の様相にはっきり

見える。その上地収奪の一例を楊逵は作１W,を通して読者に知らせている。

そのほか、命のように大事にしていた'二地を手放したくなければ、すぐ警察に従わない「陰謀」者

と看倣される恐怖に苛まれていた。これは素朴な農民達にとってどれほど恢然とすることなのであろ

うと作中にも述べられている。

つづいて巡査補で、村の馨察分室主任が陰謀罪で処刑された余滴芳、林少猫を例にあげて心理

的恐怖感を与え、土地を売らないのは「陰謀」であり、そんな「非国民」は断じて「容シャしな

い」とj､訳の林巡査と陳訓導が説lﾘ]に補足。村民は「陰謀」した余情芳らが「非国民」として

｢容シャなく」征伐された血醗い有様を生々しく思いl[}し、陰謀の首魁と見られたのではないか

と噸えるのであった。

ここで述べられているのは1915年、一連の抗日武装蜂起のＩＩＪで一番影響の大きいものであり、台湾

における漢民族の最後の武力蜂起「１W来庵事件」である。

子供の頃、西来庵事件が起こって、新化の家の前を討伐の日本軍が通るのを、戸隙間から見た

んですよ。九歳だから、イiJもわからなかったが、Elj象は深かった。後で、この時迎搬人夫に徴発

された兄から、日本軍が蜂起にllU係した村の村人をどうやって殺したかも聞きました。ところが、

｢'１学の頃、古本屋あさりをしていて、『台湾匪誌」をみつけた。この本の最後に１１１１来庵事件の事

がi』；いてあって、Ｈ本の圧制への反抗だったのに、．匪賊．扱いされている。これは、歴史が歪

1111されていると感じた。Ⅱ

楊逵が述べたように、楊逵の),LがⅡ本軍に軍夫として徴１１]され、彼自身は日本箙の砲車が家の前を

通るのを|]蝶して衝撃を受けたというこの事件が彼の文学思想にかなり大きな影響を与えた。かくし

て、楊逵は実際のことを小説化して、抑圧された運命を背負った被植民地側である台湾人の悲しみを

語っている。

もうひとつ指摘しておきたいのは通訳の林巡査と陳訓導のことである。圧迫者の「走狗」になって

いる「村擾」や「大人」や「巡在」などは結局植民地側の人間ではなく、作中の「私」の兄もまた日

本と台湾のはざまで引き裂かれた存在である。作者は「私」と'11中との交友関係を述べながら、故郷

を回想する。そして、村長や巡査、大人たちを登場させて、また巡査となった長男、「私」の兄が村

人たちに爪iiiiきにされた時きっぱりと離縁する母親を描くことによって、植民地における民衆の姿を
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多角的にとらえようとする努力を払っている。また、母親の自殺も「私」を苦しめているのも台湾で

の出来事である。このように、上京した新聞配達夫の生活を描写する内容のはずが、台湾での出来事

にきめこまかく言及しているところに作家の意図が鯵み出ているｃ

すでに述べたように、２０年代に台湾の農民組合が製糖会社の非道に抵抗するため設立され、要職で

ある幹事になった楊逵は農民の苦しみを深く理解していた。製糖会社を取上げたのは、彼らのひどい

遣り方、つまり資本家階級の非道をはっきりさせたかったからである。「大体内地人（日本）対本島

人（台湾）の民族的対立は同時に政治的支配者と被支配者の対立、並に資本家対農民労働者の階級的

対立と相一致し相競合する｡」I鋤と矢内原忠雄は指摘し、製糖会社と農民たちの関係についても、以

下のようにも述べている。

台湾に於ても何等かの形式に於て騰農が製糖企業若しくは製糖利祐と緊密なる結合を持つに至

らざれば、即ち現在の社会的生産関係が改良せらるにあらざれば、農民運動は益々「悪化」する

より外はないであらう｣。而してそは普通の社会に於けるが如く単純なる経済的階級運動たるに

止らず、民族的対立が階級的対立と競合する植民地事情に基きて、同時に民族運動となるであら

うｃ蓋し製糖会社の経営者は内地人資本家にして、甘蕨耕作物は主として本島人たるが故である。

されば藤農は台湾「統治」の経済的中心問題と言はねばならない。新式製糖会社の発達が従来台

湾植民政策の中心問題たりと同様に、或いはそれ以上に、今や植民政策上重要なる地位を要求し

つつあるものは蕨農である。台湾統治は要するに「台湾人」の統治に外ならないからである。'3）

確かに台湾の労働者を圧迫する「資本階級」は台湾人である。しかしながら、そこに「走狗」を取

上げた作家楊逵の意図を見過ごすことはできない。すなわち、台湾の農民労働者は「階級」と「民

族」という二重の抑圧を受けている訳であるが、製糖会社の経営者も「走狗」の向こうに存在する統

治側の日本を強く意識していることは明らかである。

【啓蒙者】

自由労働者の生活断面 新聞配達夫

(中略）「で、ど
℃

？ して奴等はそんなに儲かる

か？それはかう言ふ識なんだ。例へばここのお

やぢが私達の工賃をはねるやうな課だ。ここの

おやぢは一日十銭とか二十銭はねて居るさうで

すが、併しこの資本家と言ふ奴は、なかなかそ

れで満足する所ではないぞ。大抵私達の幾割も

の工賃をはねて居るんだ’それが何万人も、何

十万人も労働者を使って居るんですからすごい

じゃありませんか１奴等の儲けたのは皆私達

の血と汗ですぜ’ですから要求する権利は十分

あるぜ。私達の力が大きくなったら奴らをｘｘ

してやらねあならないぜ。さうしてはじめて私

達は×ｘされるのだ！搾られないで済むのだ。

そこで、私は彼（田中）に協力を誓ひ「吾々

二十八人の同僚は、このことについてなら、大

抵賛成する筈だ。皆、主人を蛇蜴のやうに嫌つ

てゐるから……」と言ってやったのだ。

それから、彼は色々耳新しいことを話して呉

れた゜要約すればこうだ。「私達があんな悪い主

人に対抗する為めの、一番いい方法は団結だ、

つまり、皆が、－つになってストライ……（何ん

と言ったか忘れたが）ストライ……何んとかを

やると言ったよ。「労働者は、一人一人バラバラ

になってゐるから馬鹿にされるのであって、一

緒になって、皆が一つ心になって、主人に当り、

聞かれない場合は一致の行動をとる……と言ふ
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上記のように、「自由労働者の生活断面」では、金子が労働連動に関係する人間として登場し、「新

聞配達夫」では謎に包まれた人物の伊藤が登場する。ところで、注意したいのは、まず「自由労働者

の生活断面」の金子は日雇い労働者に資本主義の仕組み、資本家の搾取を教え、労働者自身の生活の

ために労働者は立ち上がるべきだと諭していることである。その一方、「新聞配達夫」の伊藤は同じ

役割で登場しているが、さらに労働者を組織してストライキを起こす目的であったことは明らかであ

る。これはかつて作家楊逵が農民連動に関わっていた反映であろう。

苦しめられている新聞配達夫、失業者達に、鬼畜のやうな主人に対抗する方法を教えることを

心得ている人なら、製糖会社、不都合なる..….、村長等の為めに,惨酷な目に含わされている私の

故郷の人達に対しても、何らかの助言をして呉れるであらうと私は考えた。川）

このように、楊逵は日本体験を経て、プロレタリア図式を模倣しようとしている。しかし、単なる

日本のプロレタリア文学者の立場からは、台湾の苦しさは理解することができない。台湾の現実を描

こうとすると日本のプロレタリア文学者的な社会分析では不充分なことが明白になる。つまり、小説

｢自由労働者の生活断面」は楊逵がＨ本留学中の作品であったからには、その当時の楊逵が見ていた

のは|]本社会であることは論を俟たない。そのため、作中には「資本階級一無産階級」という図式が

はっきりしている。だが、日本を離れて農民連動の組織者としてＩ即<活動をしていた楊逵が、社会運

動の実践から文学活動に戻った当時の心境は必ずしも単なる「資本階級一無産階級」という形ではな

い｡

台湾における農民運動は、地主と小作人の争議よ')も、Ｈ帝支配下の土地収奪に対する闘争の

意味が強く、必然的に他の社会迎動と同じく当局の徹底的なりiii圧を受け、一九三○年頃には崩壊

の危機に瀕し、「満州事変」の勃発した三一年には壊滅状態に陥った。楊逵はこれ以後社会運動

の実践から離れ、専ら文化戦線で活動するようになる。彼が小説を書き始めるのはその頃であ

る。１５）

私達の力は大きなものだ、と言ふことはお分か

I）になったでせう？皆一緒にまってやれば

ね！今迄私達の力を知らなかっただけだc~併

し今は獣死か？餓死か？二つの一つだ’か

うなって見ると私達のすることも分かって来る

だらう。同士をたくさん集めるのが一番大事

だ！さうして祈りをかけて戦ふのだ！新聞

に何とか書いとったてれ！それは資本家の犬が」

やうにやれば、いくら惑い奴でもグウの音がH｝

ないやうに、取っちめてやることが出来る……」

と、こう言ふんだよ。で、その人（伊藤）がね

……君に会いたいと言ふんだよ｡僕が君のこと

を話してやったら。（中略）

こうして、数ケ月後には、私を追い出したｘ

x新聞鋪に於て、ストライキが捲き起こされた。

紅顔で、気どI)屋のｘｘ新聞鋪主人が、新聞配

達夫の団結の前に、青ざめた顔をうなだれてい

るのを見た時、私の胸を躍った。私は、そのエ

ビス顔に、一つ拳骨を食らはして、そのベソを

かく処を見たい欲望に駆られたが、我慢した。

併し、彼をして承諾せしめた配達夫の諸要求は、

私の鯵憤晴しより 、 更に有意義であった。
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こうした社会連動のうね}〕の中に身をＩｒｔいていた楊逵は、》'１然のことながら文学創作にもそれに呼

応した表現が現われてくることになる。このように、楊逵の文'､?:活動と社会連動は結びつけて考える

べきであって、小説「新llU配達夫」の伊膿のストライキを起こす[Ｉ的は、すなわち楊逵が台湾文化協

会に参力llした実体験から得た知識人としての芽生えと言ってよい。

そもそも台湾社会の1f1Wにある農民たちは111（産階級ではない(，製糖会社の土地買収によって初めて

無産階級になったのである。無産階級になった農民たちと恕辣な1]本の資本家への対抗を描くことに

よって、楊逵は[1らの比族意識を表現しているのである。また、「私」は来京で資本階級の11;迫を受

けて、故郷にいる「走狗」を発見したことは作中に言及されている。これは作家楊逵が何か示唆的な

意味を暗J,〆しているのであろう。すなわち、「新聞配達犬」の朧fT背};（をそのまま台湾の現爽社会と

結び付けていくことによって、最後のストライキを呼びかけている)(Ⅱ搬入の|]覚めは作打|]身の'２１覚

めと読み解くことができよう。

まとめ

この二作の類似している内容をまとめた上で、その重なる内容から見れば、「新聞配達夫」が「自

由労働者のfliiili断ｍの延踵線上にあることに関してはli(論はない。しかし、台湾社会の現状分析に

多くの紙幅を割いている「新聞配達夫」をili純にプロレタリア文学と認識することはできないであろ

う。

日本社会の「yr本階級一無産階級」という図式は二つの作,VI1l1で一見よく似ているが、その図式を

台湾社会に持っていくと「村長・大人・巡森一腿民」に変化する。内地の人にとっては無産階級は単

に資本階級の11Ｉ辺を受けていると言えるが、被植民地側の台満人には両iili性があることを万適するこ

とはできない。

すなわち、小説「目111労働者の生iiIi断11i」の中に見えるlxl式は、日本のプロレタリア文学とliりじ

｢資本階級-1111藤階級」ではあるが、小説「新llil配達夫」では「｢１本帝I1il?i：義一農民」と「資本階級

(走狗）￣Il4huという二つの図式になっている。既に述べたように、’三|本に矧学するiiijの楊逵は裕

福な家庭で育てられたのではなく、貧しいZliiiliを体験していた。そのため、来日以前の楊迩の社会認

識は日本滞在''１に影響を受けたプロレタリア思想とは大きな迎いがなかったことは疑いない。だが、

帰台後の楊逵は農民運動や文化活動で活BIMする中で、自身の思想も少しずつ変化していったのであろ

うご

これについては、楊逵の「台湾の文1W近･ＩＩ１ｉ」の中からもうかがい知ることができる。

台i綱『文学運１１１１の歴史は、吟風泳)１，１１１１病llIIl吟とFirふやうな文学遊戯に対して起こったもので、

(｢１より文学にｒｌｌｌび」を要求するものである、従って台湾文芸には1当1然主義の如きⅡ郷(ｉｌ１ｉの綿密

にｌｌＷＪママ終始する文学は要求されず、「光を求めるﾈiIj抑」「希望を呼び起こすﾉﾉ」が11と人の関

心こととなって居る．広い意１床でのロマンの精神である小）

また、「芸術は大衆のものである」の''１にも以下のようなことを述べられている。

）亡来、文学は作者の|Ⅱ}び又はrJFへの）し象化であ})いⅢi成及描写は、このllIIぴ又はiijFへ（テー
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マ）を活かすのみに必要であり、従って、取り入れる事件は、このテーマを''１かす為めに雌も効

果的であるものを遊ぶべきであり、スト（ママ）リーの構成も又このテーマを生かす為めにやる

べきであり、客観捕り２，，LJHl1描写も、又このテーマとの関係に於いてやるべきである。生かすべ

きはテーマであって、リド件及人物又は風景などの描写はテーマを/|:かす為めだとﾃﾄﾞふことを十分

巷MKに入れなければならぬ。'７）

楊逵はこのｲ《[1111な環境の下にあっても、台湾社会現実のあ}〕のままを文rirをj、して柵き}}1そうと

している。′j､説の１１１にしばしば批判的言辞を潜ませながら、植民地社会における不公平や心に蓄積す

る激しい怒りを描いている。さらに文学を通して光のような救いを求めて、希望を喚起したいのであ

る。文学が何らかの変赦のﾉjになるのではないかと当時の楊逵は考えていたに連いない。そのため、

小説の岐後に杵蒙打を幾場させ、台湾の農民たちに希望のリアリテイーを呼びかける。つまり、「新

聞配達夫」のｲﾉI藤はプロレタリアの啓蒙者と同じように登場するが、それは「溢水階級」に抵抗しよ

うとしているのではなく、「１１本帝国主義」「走狗（資本階級)」に反発しているのである。これこそ

が楊逵の意図であることはlﾘ１１４１なのである。

また、こうした作,Y,に瀞められている楊逵の考えは当時の台湾側の作家達にも伝えられている。

我々は先づ台湾文学新発展を祝する。「新聞配達夫」は未熟の新作,W,であることは否認川来な

い。創作飛法の幼稚は到底jlﾘ]鮮の張赫宙の作品は楊逵のやうな１１１１氏地の歴史的現実の生々しさが

取り扱われていない。そこにこの「新聞配達夫」の価値が認められている。我々はこの島の姿を

プロレタリアの|肌で観察し、もっと深く掘り下げてそして商い芸術的作１Ｍに具現しなければなら

ない。脳’

引ﾉﾄ)からもうかがえるように、小説「新聞配達夫」に潜ｲIさしている植比地の歴史的現実の生々しさ

を同じ台滴人作家であるlWiIﾘI宏が読み取っている。日本のプロレタリア文学者から見るならば、まだ

稚拙な作,Y,ではあるが、作１W,にｌＩｌｉ写されている「製糖会社の圧迫」は植民地側の人'１１１にはIiW知のこと

であった。それゆえ、この小説がそのまま「製糖会社の圧迫」に対する批判という機能をもｲ『してい

たに相述ない。

現在、我が台湾文壇にとっては、中国文壇よりも、日本文城との'１０係がよ}〕密切'ママ】である。

我が台湾文堀を知るあめには先づ、日本文壇を知らねばならぬ。我々の進路を定める為めには、

}1本文壇の11M１１(I]を注視せねばならぬ。勿論、日本文壇を注視することは、［|本文11Mの尻馬に乗る

ことではない。１－|本文壇に於いては、創作の職業化に依って、幾多の非文学的要素がのさばり出

ているからである。我々の創作は未だ商品ではない。我々が、典に我々の気持ちに徹して、我々

の創作活動のJf礎を畷めることが出来るのは今である。勿論、台湾に於いても幾多の非文学的要

素の萌芽は↓t』られる。が、大体に於いて、我々は文学｣三因襲に捉らはれることが少なくないし、

商品原【1Ｉに捉らはれることも少ないから、我々の創作態度にはよ})索撲'ﾏﾏ;な、兵蕊な傾|ｲﾘがあ

る。この態度を堅持して、｜|上界的に残された文学上の幾多の技術的成果を批判的に摂取すれば、

やがては、」ＯＬに〕j人の`し､を捉へる傑作がこの島から続々と衣)､.､.)はれて来るであらう。私の
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｢新Ilil配達夫」が1M:ぴ読まれた。その三筒１１後の今｢Ｉ私を乗り越えて、呂赫若君の「牛車」が同

じ雑誌に掲載された｡私は、私を乗り越えて行く作家、私の「新llUWid達夫」にも増して皆に喜び

読まれ、皆の心を揺り動かす作品の続出を希望して111まない。それでこそ台湾文化は高められる

のだ。１，’

楊逵121身が述べているように、楊逵は日本文｣Wilを注視するが、無批判に迎合することはしないので

ある。作品はまだ成熟していないかもしれないが、包み隠さずありのままの姿を見せようとしている。

これこそが楊逵が求めている「大衆文学」幻'である。そして、自分の「新聞配達夫」よりも読者の胸

を膨らませる作品を期待している。このように、Ｈ本のプロ文学と台湾作家が描いた作品との迎いは

文章を通して読者に台湾の現実についての示唆を与えるか稗かである。それこそが'111]守氏の言うと

ろこの「鮮明な台湾文学の主体愈識」の拠って立つところにほかならない。２１｝

そもそも環境によって文学の性質は変わるのである。プロレタリア文学の盛んな時に影響を受けて

も後にその観念をilIi化して、無意識のうちに攻いは作家llil行の特質のもとに新しい観点が出てくるは

ずである。それ故、械民地作家の作Af1を読む時には、必ず械民地の郷化性、植民地の民族性、植民地

の政治社会の階級性が現われてくる。故に植民地文学は民族支配と階級対立の二つの視点から捉える

べきであろう。そのため、小説の内容は、’二1本側のプロレタリア文学的視点からは「資本家一労働

者」だが植民地側の楊逵からALれば単なる「資本家一労働者」だけではなく、「帝lnil体制一植民地」

の視点と高ったほうが適切なのではないだろうか。さらに、一歩踏み込んでみれば、帰台後の楊逵は

プロレタリア文学の観点を保持しつつも、腿民迎動への参加によ')台湾人民の現実を直視した文学に

転換したと言えよう。

注

1919年（大jli8ｲ１１）末に束ﾙ(の台湾人(W'WlHを中心に「啓発会」が組織された。同年７年161]に雑誌

｢台湾青年」を創刊した（余10118期発行)。次いで22ｲＭＩＩに「台湾Ｉ１ｉｉ１:」は、「台湾」と改称し全19

101発行された。さらに23ｲ|:４１ll5には、〕C米？台湾」のjN刊として|＃行発行されていたア台湾民報」

に元化され、３０年３月節306け･からは大jk偏託と業務捉鵬をして「f『湾新民報」と改題発行された。

i'ﾘ1%(功「楊迩「新聞配達犬」の成立イテ};(－楊逵の処女作「日IlI労働者の生活断Ini」と伊藤氷の介の

~総督府模範竹林」ｒ平地滞人」から」「よみがえる台湾文学Ｈ本統愉W1の作家と作品」1995.10.30
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楊迩・戴国ljll・》Ir林正丈「f『湾老社会IImMj家の思い１１１と腱望一'１本・台湾・IljlIl大陸をめぐる光景

一｣、「台澗近現代史研究：箙五号緑蔭ｉｌｆ房198`1.12.30．ｐｌ９５

楊逵「一台湾作家の七|･セイ|{一五十年ぶI)の来Ｈを機に語る」「文芸」１９８２１１．１０，ｐ､３０１

１１１４つ

六二法とは、１１本が台湾を伽イルた翌ｲ１Kに|]本帝国縦会がⅡJ決した「法律六１．三8．」のことで、台湾

総仔に律令↑|ﾙﾋﾞ権を付与した法律である。台湾総督は、この律令ｉ１ｊｌ定椛を手にすることによって、台

湾人の集会、結社の禁１１２、ｉｉ論出版の規I1jII、理由なき逆liliといった」,ＭＫ的人権を雛視することから、

台湾人からのｔ地収奪、台湾人だけによる株式会社の投立禁止といった経済的抑'１２、はては公依り1き

受けの強制から郵便貯金の強要、教育や就職におけるⅡ本人との雛別などにいたる、すべての文配権

を手中におさめたのである

l）

２）

３）

１
１
１

４
５
６
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１
１

７
８

同３．

楊逵「新聞配達夫」「文学評論」第一巻第八号．現在「楊逵全災」第四巻・小説巻（１）に収録。

ｐ４０

新妻佳珠子「日本の植民地時代の台湾文学ノート・１－楊逵の「新聞配達夫」について」ロ白近代

文学日本女子大学学院文学研究科［1本文学専攻課程②１巻号1980.12

同８，ｐ､４６

｢台湾老社会遮動家の思い(1)と展望一｢1本・台湾・''１国大陸をめぐる光最一」語り手楊逵聞

き手戦国)ljll若林正丈「台湾近現代史研究」第７i号緑陰書房1988.10.30pl93-194

矢内原忠雄了帝国主義下の台湾」岩波杏店1998.6.ｌ６ｐｌＯ４

矢内原忠雄『帝国主義下の台湾｣、岩波:iW:店、1988.6.16,ｐ265

同12．ｐ６１

同ｌ０ｐｌ３３

｢文学評論」第２巻第11号、ナウカ発行、1935」０

楊逵「芸術は大衆のものである」「台湾文芸」第二巻第二号1935.2．現在、「楊逵全集」第九巻・詩

文巻（上）に収録．ｐｌ３１

頼明宏「樅民地文学を指導せよ！」「文学評論』第一巻第九号，1934.11

同17．ｐｌ３３

楊逵が思っている「大衆文学」とは文学とは思想感Wjを人に伝達する為、文字を以ってする手段であ

I〕、従って、文学の餓後[|的とは、１１ｔも充分に鮫もjlｴし〈自分の思想感情を表現して、人も鮫も完全

に伝達することである。楊逵「江博｣ず識演評－１/IiiIi文と文言文に就いて－」

|]本文学界に台湾のＨ本諮作家が作,H1を発表することが台湾文学の発展に資するという立｣hIlrから読み

取れるのは、鮮明な台湾文学の主体懲織である。Ｈ本文学界で評価を受けるということが、liiに帝国

の文学制度に包含されるという意味ではなく、帝国の文学制度が植民地の文学活動を評価対象とする

限りにおいて、植民地の作,Ｈ１が独自性を有することを逆証明していることになるからである。帝国の

プロレタリア文学者が植民地文学をjiLる場合、植民地という前提抜きに評価できないジレンマを逆転

させた構図がそこから窺える。山｢|守「想像／創造される植民地」「記憶する台湾とに収録。ｐ9４

９）

10）

11）

１
１
１
１
１
１

２
３
４
５
６
７

１
１
１
１
１
１

18）

19）

20）

21）
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ThecriticismaboutcapitalisminYangKuei，ｓ“ＳＩＮＢＵＮＨＡＩＴＡＴＵＨＵ，，

ＯｕＷｅｉＰｉｎｇ

TheessaydiscussesaboutYallgKuGi'ｓ“ＺＩＹＵＲＯＵＤＯＵＳＹＡＮＯＳＥｌＫＡＴＵＤＡＮＭＥＮ”whichwas

publishedm“ＫＯＵＧＡＩ､，all。“SINBIjNHAITATUHU”ｄｕｒｍｇｌ９２７ｔｏｌ９３２、

AccordingtowhaLhehasdollemJapanandthesituationofsocietyiaswellasliteratureinJapan，

"ＺＩＹＵＲＯＵＤＯＵＳＹＡＮＯＳＥＩＫＡＴＵＤＡＮＭＥＮ，ＩｃｏｕｌｄｂｅＹａｎｇＫｕei,smaidenworkwhichrepresented

specialmeanillgandcllaracterisUc,Moreover,ｂｙｒｅａｄｍｇＹａｎｇＫｕｅｉ，snovelsdurillgtheperiodofl931t0

1932．ａｎｄ“SINBUNI-IAITATUHU"，ｉｔｓｈｏｗｓｔｈａｔＹａ】ｌｇＫｕｅｉｉｎｔｅ】Itiona1lycontinuedhisidealof

communiWactivitiesbylitel･atu1℃Creation・

鼬SINBUNHAITATＵＨＵ”ｍadeYkmgKueigointotheUteralycil･clesfbrmally・Novelshewroteduring

thisperiodoｆｔｉｍｅ，hestilldescribedabouthowcapitalislnoppressedl)roletariallBesides，healso

fbcusedoncriticizingLhGsystemofcolonization．


